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京
市
で
は
、
い
ま
、
昨
年
の
都
市
計
図
法
り

改
正
に
よ
っ
て
決
定
セ
ゃ
れ
た
市
街
化
反
議
(
全

市
域
の
品
骨
二
九
完
六
・
二
か
)
白
新
し
い
用

途
地
域
変
更
の
議
縫
調
査
作
業
存
進
め
て
い
る

現
在
の
舟
悲
地
域
は
、
本
年
一
同
け
か
ら
…
一
寄
以

内
に
新
し
い
用
注
地
域
応
交
え
る
べ
き
智
定
的

な
も
の
で
、
作
戚
に
あ
た
る
県
は
、
来
年
串
々
を

予
た
し
て
い
る
H
公明暗
A
M
M

に
福
に
合
わ
せ
る

よ
う
変
更
案
白
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
住

爆
地
域
は
ど
う
な
る
か
、
絡
は
と
っ
一
づ
ら
れ
る

か
、
ヱ
蕩
は
、
自
照
権
は
、
草
地
へ
い
率
は
な

ど
命
ぷ
よ
い
生
活
環
担
金
措
く
た
め
、
わ
た

く
し
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
見
つ
め
よ

う
e

子宮途勉域内の建物の用途制醍

'陣 a氏 哩祖 2撞 臼居近皆 商2農場 エ来工議
起居住居 地壇商業 地域工草 士官埠専用

住宅、共陪位宅‘寄宿舎，下宿 Dく
兼ど用の住部宅升出"予ち宮庖姫慌輔、以事下の務荷hなの bく
上記以外の議用住宅 bく IX 
幼稚彊‘ '1'学技、中学技、高等 IX ゃく学段

図書器、博物館 iX 
神!用社所、司 寺公院費、占教場会E‘t喪療老所爵ョ 託

!蛸綬模以刷下所の、3問公主衆L臨-問、4 定

糊大学、 E高等専門学校、議議学伝lレ、>< IX 1)< 
物を品含aをa売〉業飲を営食む信庖鶏〈笥策"1、f [?く
上記以外的庖諾也事括月号 1> 長長ホテ"，モデ"、旅館 かか

iii」車ポ一場“峰、り踊男シ時ゲ雀一鐙場、パ、問スチ一ケン場今コ一、ト観場射覧的一泳場IXI)< ~ × 的x IX 
i待ー合、ダ料ン理ス局ホ、ーバJ九ヘトキルヤコパ5広告レXI X!X IX × 
i営が業を康こ問える主主床康面?竺竺5CXi)< IX 
自動E車"'教を習こ所足、る庫畜面吉指白色計由iIXぴ
パなンど層賞、品地工直場、て呈間定培規、明草~~子T屋/、<.

1際1日性や曙環山土U倉Uを川宅霊柏化さiせ#， IXIX 
!__: 150'"以下の a bくbくiX

トーーー

同円r;;いI火貯を累主一主輔綾挟玄蔵笠奇性悩が豆亙か石主4一化A殺太日か乞かさ額、せ2、鉱明'0ヨるガ閉脅一J本こしス5こ5え会等少〈 礎~るき危茎よい壊E続い工場を物施も-の惑の設で長iわくibKくfxJ)えじくIX
× 

~理: XIXりく
l' ， ややZい描註 IXv IXIX 
， ， 

ji;('桔設 lXl>くl><[X1X 
餌物3把2市珪場場、 ごと菌み培控、却火場葬場、 汚 !c都市計買で白誕を浪定したも巴】

;孟芸雪量帯主品主語号室2顎525草23素
i;ii1ii ii1if121izi 
な円盤纏欝麟費量響詩2
15j 空襲て8割問失雲58

i!i j i ii;ii!;;;!j!;jj 
E耳1

~
慾
2

響
調
車
は

議
輔
自
各
時
崎
町
庶
面
積
白
品
罫
由

敷
地
面
積
犯
対
す
る
割
合
(
描
量
制
引

で
表
わ
し
ま
す
P

叫
由
こ
と
を
語
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
平
家
で
敷
地
一

ぱ
い
に
建
て
る
由
μ
証
明
婚
の
半
ゑ
吾

、
言
使
っ
て
一
一
閥
均
建
て
を
撞
て
る
由
ど
で

場
は
、
容
積
率
は
同
り
言
明
で
す
。
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宮
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制
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敷
地
自
境
界
に
援
し
て
議
一
い
建
舗

m
%
均
か
盟
た
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
由

…
日
制
緩
て
替
の
一
敷
地
の
費
や
、

T

2

数
通
が
接
し
て
い
る
道
路
町
一
反
対
側

リ
持
め
境
界
か
ら
建
物
ま
で
目
水
平
田
臨
離

崎
駅
と
の
割
合
で
議
て
ら
れ
町
議
ぎ
の
臨

度
が
決
ま
り
ま
す
。

ζ
の
た
め
、
建

7

雪
敷
浴
田
繁
か
ら
議
せ
円
士

山
判
定
自
割
合
で
、
高
く
建
て
ら
れ
る
乙

幽
窃
と
に
な
り
ま
す
。

一

i
音
寺
へ
い
事
は

一
%
%
建
べ
い
章
、
建
物
差
掛
革
審

一
語
思
議
構
由
安
時
い
わ
ゆ
る
遺
で
埠

一
月

5

と
品
同
じ
で
す
。
)
白
数
婚
露
瑞
閣
に
対

一
一
い
市
帯
す
る
割
合
(
管
遇
制
引
で
讃
わ
し
ま

一

ベ

積

す

a

)

の
ζ
と
畳
一
吉
田
い
ま
す
。
乙
れ

一
建
容
は
建
築
物
対
敷
地
壱
輔
?
っ
翠
宅
み

り
、
間
じ
敷
地
で
建
て
揮
が
間
む
で

あ
れ
ば
簿
蹴
V
L

跨
掃
な
と
建
べ
い
車

地
同
じ
で
す
。
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招
模
川
を
き
れ
い
に
す
中
協
議
マ
発
賓
と
購
・
霊
は
一
月
中
司

会
で
は
、
そ
の
現
状
を
溺
繕
犯
と
①
掠
橋
一
名
関
状
、
賞
金
一
万

ら
え
た
も
の
で
未
発
表
白
伊
品
問

"
J

松
桜
川
川
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
M
H

吾
⑦
特
選
川
一
名
時
状
、
賞
品
、
賞

開

催

す

る

。

金

吾

千

円

相
模
似
か
ら
鳥
人
材
川
口
に
い
た
マ
入
選
七
名
・
賀
状
、
鳴
門
崎
時
間

ト
何事選{窪鈎会場)

守

ζ
と
し
さ
一
土
ハ
円
か
ら

r二
月
二
日
ま
で
の
一
週
間
、
秋
白
何
怒
予
防
湿
動

Jg臨
客
地
で
い
っ
守

。
せ
い
に
狩
な
わ
れ
る
。

ζ
白
山
町
燃
は
幅
年
、
火
気
を
一
取
り
扱
一
万
己
と
か
急
増
し
、
袋
持
が
多
発
し
て
い
〈
〉

φ

る
。
市
消
紡
本
町
田
で
も
め
組
長
子
の
紡
火
A
M
識
を
②
た
ば
ζ
白
投
げ
捨
て
と
一
寝
た
ば
ζ
白
訪
化
⑤
援
。

〈
〉
商
凶
器
具
の
認
し
い
使
い
方
な
ど
を
重
点
K
、
徹
底
し
た
防
火
滋
動
を
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
。

例
年
自
己
と
な
が
ら
!
事
開
風
の
影

綱
閣
で
摂
誌
が
酷
組
閣
し
て
寒
吉
が
増
す
ど

の
時
期
か
ら
、
各
唱
法
廷
m

い
が
ひ
ん
ぱ
ん
と
な
り
、

関



病
輪
場
の
同
向
聞
に
建
設
中
だ
っ
た
京

都
ポ
ン
プ
揚
が
、
工
事
的
大
半
を
終
え

完
成
間
近
で
あ
る
。

と
の
ポ
ン
プ
場
は
、
策
部
排
水
区

(
東
海
滋
縛
南
郷
〉
一
の
一
家
法
や
瑠
議
掛
か

ら
排
出
さ
れ
品
渇
水
を
、
閉
口
之
官
花
鶏

設
中
の
柑
模
川
川
お
信
下
水
処
理
議
へ
ぽ

送
す
る
と
と
も
に
、
雨
水
寺
す
与
や
か

に
絹
模
川
に
排
除
し
て
家
屋
の
一
浸
水
、

道
路
由
設
京
等
の
被
害
を
求
訴

r紡
ぐ

た
め
に
授
鐙
さ
れ
た
も
の
6

ポ
ン
プ
埼
は
、
ま
だ
下
水
処
開
場
が

強
設
中
の
た
め
、
雨
水
の
み
ぽ
忍
し

で
相
模
川
に
放
流
す
る
。
家
庭
の
汚
水

に
つ
い
て
は
、
下
水
処
理
場
が
開
問
寸
八

年
度
に
一
部
完
成
す
る
申
で
、
部
出
用
拡

ぞ
れ
以
降
と
な
る
e

ポ
ン
吋
ノ
場
は
、
混
在
家
で
総
工
事
費

約
四
億
一
千
九
蜜
月
日
間
か
か
っ
て
お
む

照
和
平
十
障
り
ヱ
暫
定
?
ま
で
に
1

後

約
十
一
日
構
内
J

剤
投
の
費
閣
が
か
か
る
予

定
。
す
べ
て
ポ
ン
プ
曹
司
認
す
る
と

雨
水
毎
秒
二
万
一
千
九
百
ナ
、
持
京
一

ゴ
1

四
回
、
ず
究
、
聞
製
自
治
京
了
ん
涙
す
る

と
と
に
な
る
a

自
桂
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
パ
イ
プ
守
嬬
恋
世
間
間
鵡
川
ま
f
c
再出戸ふする

横
軸
斜
流
ポ
ン
プ

場争J:l25Eヨ，須賀公民館、:a%主宵f
内会館

やllJ:l2613'箆二と%公民館、言取訪
町会館

命罪寺織。午前9詩30分~午後ぷ主将

察部ポンプ援の会葺ト覇王上i立事喜来そ子どもの謹H用語になる予定

(22) 17号車内線434

曜静寂言語改養資金と利子補義者

移機械設策事事近代化資念と利子

議員主

て

@

い

'ν
十
V

&
口掛

と

ま

内

抑

的

日

繁

華

毘

て

ど

龍

を

れ

の

朝

関

き

て

に

聾

意

い

軽

業

摺

つ

荒

唾

が

に

お

蜘

糊

搬

げ

業

融

融

ど

企

金

金

。

小

鎮

の

す

中

、

企

溜

ま

う

ト

J

G

仁

寺

内

市

市

銀

お

市

市

間

て

縁

塚

楽

し

平

平

待

先

盟

課税務部



と
わ
し
い
ζ
と
は
、
市
教
委
一
体
育
課

へ
〈
活
む
・
一
一

δ
バ
O〕

川
一
冗
究
に
出
山

川
喝
し
よ
う
川

青山
Y
年
月
剖
マ
ラ
ソ
ン

市
教
番
ほ
育
課
で
は
、
本
年
度
青
少

百
も
告
な
ど
由
回
害
対
象
と
し
て
い
一
マ
襲
警
癒
(
旦
自
由
了
背
一

V
喜
一
レ
オ
耳
、
J
?
?

道
警

一

号

ぜ

ひ

と

利
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、
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時

2
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一マ叩

7
2ノ
ィ
ル
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時
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vzzTレ
オ
コ
シ
?
?
背
習
一
ク
音
楽
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一

内

)

期

間

は

七

日

以

内

一

三

午
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3
時
か
ら
ぷ
ピ
ュ
ラ
一
貫
重
体
輔
自
子

一
マ
視
聴
議
棋
(
一
一
宮
内
)
期
間
は
一

1
票

一

;

1

図
書
は
重
月
曜

一

寄

付

、

内

。

一

マ

こ

ど

も

腕

語

学

時

皆

吉

一

;

正

詰

休

館

日

で

す

。

一
翻
洋
酪
名
作
劇
場
へ
ど
う
-
ぞ
一
午
前
詩
と
、

r
y陵
2
時
の
一
一
部
上
一
マ
司
未
休
館
日
・
日
司
自
主

指

知

ら

せ

一

一

眼

。

一

円

V
祝
日
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銭
3
・
HU1片
山
ヨ
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穴
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日
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謹

書

聾

謹

聾

聾

書

量

製
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目
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a
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l
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・
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実
一

-
T
M脇
謙

盟
社
交
一
f
シ
ヌ
購
寄
金
内
マ
会
場
・
策
立
平
再
開
高
体
背
鎗

3
位
富
士
見
チ
i
ム

マ

女

子

B
単
・
決
勝
磯
泌
(
平
商
問
国
(
大
野
〉

8
分
別
秒
2
、
百
計
証

本
町
度
社
交
ダ
ン
義
寝
室
ア
マ
申
し
込
子
受
費
高
一
ら
そ
え

7
Bプ
ロ
ッ
ク
網
花
水
B
2
1
0旭
高

)
2
1
0柏
木
〈
平
商
高
)
石
田
芳
信
徒
面
)
話
正
八
百

一
月
二
十
九
日
(
月
五
平
ヤ
一
一
月
て
毒
パ
ど
り
ず
ト
ジ
協
金
事
務

3
位

毒

ケ

丘

マ

女

子

新

人

単

・

決

勝

議

結

♀

自

民

R
議
中
チ
ー
ム
1
詰
静
3
、

醐
閉
揮
韓
関
山
悼
祷
犬
舎
鰭
《
一
一
一
百
(
金
)
ま
で
市
教
蚕
牢
惑
で
開
局
(
代
宮
町
8
モ
D
ス
ポ
ー
ツ
)

C
プ
ロ
ッ
ク
・
間
崎
A
2
1
0柏
町
高
)
2
1
0去
川
(
籾
南
中
止
)
民
民
d
M
R大
師
一
中
チ
i
A出
品
秒
百

円
番
加
チ
ー
ム
悲
喜
市
教
委
体
催
中
昌
唱
。
初
心
者
戸
長
逝
し
て
い
る
芸
宙
開
白
十
人
(
先
着
穆

3
詰

李

1
ム

マ

李

A
復
・
決
勝
尾
山
塩
脇
縁
語
詰
量
一
(
春
日
野
)
5
M
M

腎

諌

は

、

十

一

月

二

十

一

日

か

ら

は

木

東

)
2
1
0柄
下
石
渡
〈
乎
闘
)
花
、
定
語
銚
鈴
木
一
疋
(
江
揚
〉

l

詰
制
刊
誌
は
実
業
関
体
育
大
会
開
く
む
作
詩
村
民
間
当
時
毎
日

む
る
。
害
加
資
格
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

4

鶴
雄
事
、
士
主
樺
さ
ん
優
勝
(
慎
密
)
日
野
弘
、
一
一
話
相
骨
白
川
正
喪

創

刊

日

開

請

M
r持
吋

ダ

ン

只

講

習

金

へ

ど

う

ぞ

摂

賢

一

件

一

口

日

九

九

九

時

「

ト

八

M
M日
渡
辺
ひ
る
。

卓
球
の
み
考
T

幸

吉

む

・

ス

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

大

盛

田

結

索

が

わ

(

揖

岳

)
8秒
Et朝
、
百
計
水
野
抽
出

言
語
マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ノ
ロ
月
芸
加
資
格
・
盟
内
在
住
、
在
現
ヤ
服
装
・
ト
V
1夕
、

短

パ

ジ

、

翼

童

護

世

田

近

藤

ざ

ん

か

っ

た

。

(

敬

称

母

子

お

居

)

叫

す

二

一

宮

R
鈴
木

E
B
〈

日

)

露

中

・

襲

高

在

学

一

者

運

動

ぐ

っ

持

君

主

・

お

年

度

誠

実

ド

ミ

シ

ト

シ

日

マ

優

勝

・

藤

平

日

君

、

大

久

保

路

孝

夫

詳

)

器

品

、

八

O
E

守
パ
ス
ケ
y
ト
ポ
ー
ル
/
孔
丹
治
百
マ
受
講
斜
・
無
耕
一
フ
ケ
y
ト
、
シ
ャ
ト
ル
は
議
同
舟
マ
号
十
A
単

・

決

勝

議

露

木

ク

)

子

怨

祭

器

ろ

ふ

信

号

臼

秒

6

新

、

〈
日
)
平
家
臨
時
・
平
塚
商
高
律
背
館
マ
鵜
沼
会
時
間

-m時
f
m時
窓

あ

り

。

2
i立
戸
田
(
湘
時
定
時
O
B〉
寸
盟
山
間
勝
・
藤
井
努
ナ
、
谷
口
実
位
四
百
計
百
品
開
居
中
チ
ー
ム
閉
山
秒
6
、

マ
卓
球
/
U
R
5自
信

〉

霊

小

マ

童

・

市

立

顕

著

小

講

堂

盟

A
は

大

野

チ

よ

聾

守

男

ナ

B
単
・
田
勝
一
議

(
D
C
)

子

組

器

言

語

罫

秒

8
新
、
語

講

堂

マ

事

加

申

し

込

T
0
・
十
一
月
二
一
十
六
門
時
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
犬
舎
}
市
内

2
!
1右
川
凸
毒
ナ
開
成
)
マ
鵠
3
位
・
河
野
久
謡
界
子
、
矢
崎
豊
跳
鈴
末
寺
立
了
(
大
野
)
4日制打倒、定

?
?
y
カ
1
/日
月
ロ
日
、

n
B
1
8ま
で
に
体
宵
謀
へ
(
部
背
館
内
)
各
地
区
の
二
十
チ
ー
ム
が
事
加
、
一
一
一
守
男
子
新
人
単
・
決
勝
城
地
品
開
繭
子
組
高
跳
川
川
越
桔
華
子
(
揖
窃
)
1前回目

背

5
8
(臼
)
ス
ポ
1
2広
場
語
、
運
動
ぐ
っ
壱
忘
れ
ず
に
@
プ
ロ
ッ
ク
に
わ
か
れ
、
震
を
く
り

8
2
1
0小
林

曾

襲

撃

山

書

日

付

?

究

謀

長

矢

野

)
9
M
q
i

事
加
申
し
、
品
。
竿
-
月
十
七
日
盟
時
年
度
主
i
y教
護
ひ
ろ
げ
た
第
呂
田
掃
人
パ
レ
L
h
i
マ
男
子
A
字
決
勝
同
垣
内
金
(
市
宗
汁
田
平
拍
車
市
豊
韓
波
大
会
〕
一
一
扇
苅
撃
(
葺
)
一
一
一
七
一
一
一

(
さ
ま
で
犯
市
教
事
政
膏
諜
へ
、
円
パ
ド
ミ
ン
ト
乙
市
内
夜
健
在
ん
大
企
は
、

A
ブ
ロ
y
ク
が
大
野
、
役
8
2
1
0徳
田
空
協

(
D
C
)

叩日月
2
月
・
江
賜
申
グ
ヌ
ジ
ド
新

相
撲
を
そ
1
ガ
Y
に
と
戸
ら
れ
て
し
ま
い
ざ
け
、
令

E
モ
守
百
三
百
き
っ
す
三
す

ま

す

。

で

曙

官

さ

れ

、

F
E
rう
ヒ
る
に
萌
し
み

あ
る
目
、
ピ
ー
タ
i
、
wy
ュ
デ
ィ
そ
や
ナ
い
よ
う
て
だ
さ
れ
た
匂

れ
に
ポ
ピ
1
0一
一
一
人
が
海
車
広
行
く
と
そ
ど

i
ル

ほ
ら
穴
に
へ
ん
な
動
物
カ
い
ま
し
た
。

M
M
m
廿
力
ラ
ー

ピ
1
b
m
iた
ち
は
び
っ
く
む
し
て
に
げ

室
内
ア
ク
セ
サ
p
i
Dモ
ピ
ー

ιa

帰
坦
ま
す
が
、
ポ
ピ
ー
は
半
気
で
す
。

関
ヱ
叫
に
お
い
て
咽
掃
判
官
噴
田
明
藷
と

と
う
と
苔
へ
ん
な
動
物
は
ボ
ピ
i
kっ
し
て
最
も
轟
し
た
雪
討
で
す
。
こ
の
覗

出
い
て
お
読
に
ま
で
果
て
し
ま
い
窪
し

レ

m

A
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聞
は
唱
醤
笠
誌
に
甲
認
に
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け
る
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事
・

孫

ホ

v

色
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綴
合
せ
な
ど
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把
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持
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モ
ピ

山

つ

れ

九

お

当

日

訪

日

港

へ
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票

壱
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め
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女
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と
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ま

す
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増
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す

る
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蜘
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間

君
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憲
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品

ま

ま

に
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え

崎
摺
モ
ン
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ロ
チ
戸
口
が
幼
虫
が
A
成
長
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の
人
類
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K
お
よ
ほ
す
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影
欄
暗
号
一
這

一
鮒
瑚
に
な
る
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で
の
興
味
深
い
過
躍
を
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察
し
く
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す
る
と
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に
よ
れ
ツ
、
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由
民
自

習
中
し
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田
醇
盟
主
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し
か
た
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遜
盆
露
襲
力
に
対
す
る
皇
霊
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開

M

解

さ

せ

ま

す

。
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題

と

し

た
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白

文

行
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導

、

社

大

人

も
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ど

ち

も

謹

し

め

る

ア

ニ

メ

酔

と

ま

た

、

モ

ン

ジ

ロ
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ョ

内

田

観

察

を

宗

教

育

学

校

教

育

等

、

広

輯

窃

拍

啓

三

ン

(

章

子

。

湘

仰

と

お

し

文

子

供

た

ち

に

霊

な

昆

虫

需

役

立

つ

還

で

す

。

注

射

奮

し

わ

が

る

L
の
に
対
す
る
潟
、
山
岳
高
め
ま
す
。
と
の
暁
闘
で
は
公
害
問
題
に
つ
れ
て

カ

パ

さ

ん

3
1智
艶

ほ

ひ

ま

わ

U

住
均
一
般
露
側
、
行
政
担
当
誠

カ
E
そ
れ
ぞ
れ
客
観
的
に
主
張
じ
て

モ

ス

ク

ヲ

で

純

作

さ

れ

た

劫

見

向

け

日

間

骨

力

一

7
1

重

で

す

。

苦

言

伴

に

き

ま

れ

、

き

舞

台

に

し

芝

り

ひ

ろ

げ

る

老

人

と

議

長

ト

ト

白

川

口

説

幻

熊

野

詩

話

れ

訪

日

村

山

紅

白

該

当

言

え

た

器

壱

発

揮

レ

て

ギ

J
と
の
苦
ぼ
の
と
し
た
害
物
語
で
ょ
い
と
足
感
い
き
皇
室
れ
、
ま
た
霊
式
て
い
る
か
吾
紹
介

グ
蓮
田
申
告
審
鶴
ま
で
届
け
て
大
手
柄
す
0

.

い
た
ら
「
バ
ノ
な
る
の
か
な
e

し
て
い
ま
す
。

、

注

射

が

嫌

い

な

カ

パ

さ

ん

も

、

な

ま

、

ζ
ど

も

は

v

と
か
注
射
か
ら
に
げ
だ
し
た
い
の
で
芝
て
る
と
い
易
署
名
し
て
、
小
学
校
中
・
高
学
年
壱
主
応
対
象
と
亭
@
偏
差
田
嘉
を
い
っ

i

ス
ピ
ー
ド
窓
守
や
信
号
を
守
る
な
ど
と
言
明
て
ま
す
が
、
一
般
成
へ
特
に
祇
に
う
け
、
花
だ
ん
に
は
、
ひ
ま
わ
り
が
烹
様
で
は
な
い
お
骨

な
ぜ
注
射
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
い
う
交
通
混
同
を
子
供
た
ち
に
楽
し
み
金
教
育
に
関
す
る
挟
厨
虫
、
P
T
A
眠
は
な
や
か
に
咲
い
て
ま
す
。
チ
望
夕
や
最
近
の
家
庭
で
は
、
都
市
慢
潤
宇
品
開

っ
た
の
か
、
注
射
が
撮
い
な
ζ
ど
も
も
な
が
長
自
尽
に
理
解
さ
せ
ま
す
。
箇
告
な
ど
花
一
も
利
用
で
き
ま
す
。
ミ
Y
パ
チ
は
ひ
ま
わ
り
の
花
会
訪
れ
!
わ
ず
、
レ
wy
ャ
1
亭
識
し
む
た
宍
あ

い
つ
の
ま
に
向
き
っ
宙
空
一
主
主
、
大
人
民
主
要
一
議
に
つ
い
ベ
ン

E
フ
ゴ
ン
織
の
寵
な
に
を
し
て
い
る
の
だ
雪
。
る
い
は
受
踊
勉
強
の
喜
子
院
長

つ
け
ら
れ
る
ζ
ど
で
し
ょ
う
。
て
考
え
さ
せ
る
役
K
立
つ
陸
宮
で
す
a

児
鏡
費
分
そ
し
て
苧
:
び
っ
し
り
と
著
書
恒
い
を
さ
せ
な
い
重
要
三

チ
ュ

i
チ
ヰ

ga

私

の

お

じ

い

ち

平

ん

お

い

お

誠

、

ベ

y
ド
ラ
ゴ
ン
撲
に
は
つ
げ
た
ひ
ま
わ
り
。
実
家
支
で
審
ぷ
親
右
手
も
そ
れ
が
軒
家
し
い
と
挙
み
ん

-

児

麗

創

出

品

卦

力

一

7
2

ピ
i
b日
L
Pュ
デ
ィ
そ
れ
に
ポ
ピ
i

E
ど

も

た

ち

。

い

る

傾

向

が

あ

え

そ

れ

が

子

供

品

営

パ
ン
パ
ン
室
内
坦
く
宗
大
き
い
と
い
ぞ
己
申
兄
弟
と
祖
父
の
ク
ィ
旦
ア
ム
ズ
製
ひ
ま
わ
り
量
か

8密
議
穫
を
や
か
し
、
訓
告
的
に
さ
せ
て
い
ま
す
@

お
骨
力
ラ
i

ど
も
た
ち
か
ら
い
や
が
ら
れ
て
い
る
お
住
T

ん
で
い
ま
す
。
相
撲
的
生
活
は
苦
し
と
ど
も
た
ち
の
「
な
ぜ
?
」
と
い
角
経
と
白
映
画
は
そ
の
旗
霞
を
湯
求
し
つ

カ
?
霊
い
安
ズ
ミ
の
グ
ル
ー
プ
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、
孫
の
自
加
と
の
ふ
れ
え
そ
1
ガ

y
と
い
う
入
か
ら
お
金
を
関
長
棋
の
ヒ
Y
主
与
え
る
幸
、
っ
二
供
の
を
信
い
り
も
っ
露
呈
e

あ
る
只
偶
酷
の
ζ
と
一
か
ら
銀
行
あ
い
品
、
突
し
い
紀
笠
↓
島
の
的
対
を
借
り
た
の
で
す
が
と
れ
吾
返
さ
な
い
と
幅
制
緩
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
解
決
脅
し
、
殺
の
反
省
巻
促
じ
て
い
ま
す
@
円
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3時まで οζだし捺印の会樹立、午
後 2時から3時まで〉お間違いのな
いようと1B容くださし、。

瞳予防接種を受けられない人

立〉予防接種を受けてから2退問たっ
ていない入

。はしか・ BCG. ~主立・ノ'J\児マヒ
主主ヲクは、それぞれ1か月箆「閲
覧需をおかないと交げられません。

⑤その他、有現官、君、心議血管系、

聖王E茸または肝磁:こ灰色2があり医師

花i主治られている人
輔必婆なもの

ゆ予防接種手仮 C転入した人は、!日
{住主計で使っていた母子手阪〉

a関霊努事〈己の点、必ず援で記入
して体協吾郎定してきでほしbつ

輯討議・揮者1歳の誕生日までのお子

さん。母子手帳聖書です。

臨時弘鳴.9時'30;}か己lC時30分まで
鐙巡翻日程

11月16日 C;!<)土皇室公民館。18日〈木〉吉沢公民館
~ 25臼く木〉悶崎公民館
。27日 C=七〉金自公民館
.. 30日〈火〉盟国公民館

罷)東映

〈あき富時30分}

φ午後1時から，，".
式典

'青少年育成功労者表彰

事事語、作文等入選者表彰

/ll[談会

f家庭にあ、ける育少年教

育のあワ方J

司会 NHK1酉弁広氏

7トラクショジ

φ午前10時から…-

E量業表彰

(l)i優良永年勤続従業員

表彰

(2)農水産振興功労者表

彰

(31濠業公害防止優良事

議所表彰

(4)溺窓会長功労者表彰
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な説金主E約めない青色申告総

震に入会しよう

醐噂役者給与を費施していますか

輯晶なたは車分な税金を締めていき表せんか

臨晶なたを弘前法の勉強告して鵠金な緩潜在む

ましょう

謂品なたも税理器恐CiE)轟動[こ番参加しましょう

盟晶なたは穏鞭について自慣が品自ますか

離島なたは税金のことで、気緩[こ穏軍売したい

ことは晶訂ませんか

ゆいますぐ入会しよう

'Ob'近〈の銀行、郵便局等でお納めくだ
さい0

0綴主主紋手話をご利用の方l主預金残潟の磯
認をお緩いします。。
鍍替納税制度のご郡用を
。振替i約税とは、念融機関があなたにか
わって、ご指定の預金口座かち自動的

に援ワ替えて紡税する便利者方法です。
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)

藤観:;j:鐙線設審車宮路13認、 7宮罵開没した.入
野市棋噂!こ蓮華が晶る.醸揮官事噛軍期警士
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